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例 口

1.本調査概報は、泉大津市教育委員会が、市内に所在する埋蔵

文化財包蔵地内において、開発行為に先立って実施した発掘調

査報告である。

2.本調査は、国庫補助事業及び、大阪府補助事業 (総額900,000

円、国庫補助率50%、 府補助率25%、 市負担率25%)と して、

泉大津市が計画 。実施したものである。

3.本調査は下記の構成で実施した。

調査主体者  泉大津市教育委員会教育長    塙  四 良【

事 務 局  泉大津市教育委員会社会教育課

調査担当者  泉大津市教育委員会社会教育課  虎間 麻実

外業調査員

内業調査員

4.本事業は、平成 9年度事業として、平成 9年 4月 1日 に着手

して、平成 10年 3月 31日 に完了した。

5。 本書の執筆・編集は虎間が行った。

辻川 陽一

松村まゆみ
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第 1章 埋蔵文化財調査の状況

平成 9年度の泉大津市における埋蔵文化財発掘届出件数及び調査件数は、表 と、 2の とおりで

ある。届出件数は、平成 10年 1月 31日 現在で 261件 と、昨年同時期の 201件より大幅に

増加している。平成 5年以降、わずかではあるが増加傾向が続いている。

届出工事等の種別でみると、個人住宅関連工事が 85。 5%(90%)、 工場 。倉庫 1.5%

(0。 5%)、 店舗・事務所 1.5%(4%)、 共同住宅 3.8%(3.5%)、 となっていて、個

人住宅関連工事、店舗 。事務所建設工事の減少以外は昨年とほぼ同様である (( )内 は昨年の

数字)。 上記の工事種別の外に、今年度は分譲住宅が 4.6%と なっている。

遺跡別の発掘調査件数が最 も多いのは、豊中遺跡と板原遺跡で 4件、次いで池浦遺跡の 2件

(前年度追加報告分含む)である。これらは、そのほとんどが共同住宅及び個人住宅の建設工事

に先立つ調査で、 トレンチ掘削による土層断面及び床面観察に終始し、全面調査にまで至るもの

は無かった。大半の個人住宅関連工事は、基礎掘削深度が浅いことから立会調査とし、ガス管及

び水道管引き込み工事、架線支持柱建設工事は慎重工事の実施を指示し調査は行っていない。

表 1 遺跡別届出件数 (平成9年 4月 1日 ～平成10年二月31日 )

遺 跡 名 件数

内 訳

個人住宅 ガス・水道 電話・電気 工事・倉庫 店舗・事務所 共同住宅 分譲住宅 その従

池上曽根遺跡 58 27 26 1 2

豊 中 遺 跡 35 9 15 2 1 1 6

虫 取 遺 跡 78 47 20 2 1 1 5

大 園 遺 跡 2 1

板 原 遺 跡 16 7 2 3 4

池 浦 遺 跡 42 26 2 2

穴 師 遺 跡 9 7 1

七 ノ坪 遺 跡 9 3 4 1

東 雲 遺 跡 8

穴 田 遺 跡

計 261 101

(38,6%)

114
(寄。9%)

9

(34物の

4

(1.5%)

4

(1.5%)

10
(3.89ち )

12
(■6%)

7

(2.79ι )
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遺  跡  名 件  数
内 訳

発掘調査 立会調査

池 上 曽 根 遺 跡 13 13

中豊 遺 跡 8 3 5

取虫 遺 跡 13 12

原板 遺 跡 5 3 2

浦池 遺 跡 6 6

七 ノ 坪 遺 跡 5 4

雲東 遺 跡 2 1

田穴 遺 跡 1

師穴 遺 跡

計 54 9 45

表 2 適跡別調査件数

表 3 平成 9年度調査結果一覧

(平成9年4月 1日 ～平成10年二月31日 )

(平成9年4月 1日 ～平成10年二月31日 )

月  日 調査地番 遺跡名 調査内容 備考 (調査番号)

4。 1
北豊中町 2丁 目

380-15 池 浦 遺 跡 立会調査
鉄骨造 1階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎は盛土内におさまっていた。

4。 1 寿HIJ101-17 池 浦 遺 跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行わなかった。

4。 2 宇多1046-5 虫 取 遺 跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行わなかった。

4。 2 下条町253-3-4 東 雲 遺 跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

4・ 4 森町 2丁目173-1 池上曽根遺跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行わなかった。

4・ 14 北豊中町 2丁目35-1 豊 中 遺 跡 立会調査
共同住宅建設工事による掘削で基礎掘削

は盛土内におさまっていた。

4。 17 板原224-1の一部 板 原 遺 跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

5。 7 池浦町2丁目503、 680

の各一部
虫取 遺 跡 発掘調査

分譲住宅建設の宅地造成工事 に先立つ調

査で遺構 。遺物は認め られなかった。

`0 7 n tlⅢ

5。 12 豊中町 1丁 目671-5
の一部

穴 師 遺 跡 立会調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

6・ 3 北豊中町 2丁目505-
2、 3の一部

七ノ坪遺跡 立会調査 木造 2階建専用住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。
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月  日 調査地番 遺跡名 調査内容 備 考 (調査番号)

6・ 10 北豊中町 2丁目983-1 豊中遺跡 立会調査
水道管引き込み工事に伴う掘削で遺構・

遺物は認められなかった。

6。 10 我孫子298 虫取遺跡 立会調査
木造 2階建専用住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行われなかった。

6 ・ 16 北豊中町 2丁目477-8 七ノ坪遺跡 立会調査
鉄骨造 3階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

6・ 17
鶏死塀R1056、 1070、 1071、

1072、 1073
板原遺跡 発掘調査

分譲住宅建設の宅地造成工事 に先立つ調

査で遺構・遺物 は認め られなかった。
(9704)

6 ・ 20 曽根町 1丁 目122-■ 也上曽根遺勘 立会調査
鉄骨造 3階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

6 ・ 26 1ヒ豊中町 3丁目974-9 豊中遺跡 立会調査
共同住宅建設工事による掘削で基礎掘削

は盛土内におさまっていた。

7・ 3 東豊中町 1丁 目68-3 豊中追跡 発掘調査
鉄筋コンクリー ト造 2階建共同住宅建設
に先立つ発掘調査で遺構は認められなか
った。(9705)

7・ 4 宇多11048-105 虫取遺跡 立会調査
木造 2階建専用住宅建設による掘削で基

礎掘削は盛土内におさまっていた。

7・ 14 池園町■8-1 也上曽根遺勘 立会調査
鉄骨造 1階建倉庫建設工事による掘削で

基礎は旧耕作土内におさまっていた。

7・ 14 千原町 2丁 目401-5 也上曽根遺勘 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行わなかった。

7 。 16 下条町15-34 東雲遺跡 立会調査
鉄骨造 3階建個人住宅建設工事による掘

削で遺構 。遺物は認められなかった。

7・ 18 虫取10-2 虫取遺跡 立会調査
共同住宅建設工事による掘削で基礎は盛

土内におさまっていた。

7 ・ 23 下条町168-6 池浦遺跡 立会調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘

削で遺構・遺物は認められなかった。

7 ・ 24
北豊中町 2丁目

506-26
七ノ坪遺跡 立会調査

木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は行わなかった。

7 ・ 24 れ見媛ミ1244、 1245 板原遺跡 発掘調査
共同住宅建設工事に先立つ調査で遺構 。

遺物は認められなかった。(9706)

8・ 4 森町 2丁目17-9 也上曽根遺勘 立会調査
ガス管理設工事による掘削で遺構・遺物

は認められなかった。

8 。 16
曽根町 1丁 目408-1、

406-4
也上曽根遺勘 立会調査

鉄骨造3階建店舗付き共同住宅建設工事によ

る掘削で遺構・遺物は認められなかった。

8 ・ 21 我孫子428 虫取遺跡 立会調査
ガス管移設工事に伴う掘削で遺構・遺物

は認められなかった。

8 ・ 25 我孫子610-1の一部 板原遺跡 立会調査
分譲住宅建設工事による掘削で基礎掘削

は盛土内におさまっていた。

8 ・ 27 下条町614-H 池浦遺跡 立会調査
木造 2階建専用住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

-3-



月  日 調査地香 遺跡名 調査内容 備   考 (調査番号)

8 ・ 27 下条町614-99 池浦遺跡 立会調査
木造 2階建専用住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

9。 1 虫取町 2丁 目1050-6 虫取遺跡 立会調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

9。 1
寿町623-11の一部

623-12
池浦遺跡 立会調査

木造 3階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

9・ 17 虫取30-15 虫取遣跡 立会調査
木造 3階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

9 。25 北豊中町2丁目504-3 七ノ坪遺跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

10・ 7 宇多1046-9 虫取遣跡 立会調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

10。 8
森町1丁 目

94-1、 -4 94-6、  7
池上曽根遺跡 立会調査

分譲住宅建設に伴う位置指定道路建設工事に

よる掘削で遺構・遺物は認められなかった。

10。 13
東豊中町 3丁目

83-1の一部
豊中遺跡 発掘調査

鉄骨造 3階建共同住宅建設工事 に先立つ

調査で、遺構 は認め られなかった。土師
器検出。 (9707)

10・ 28 均死

"表

1074、 1075 板原遺跡 発掘調査
鉄骨造 2階建共同住宅建設工事 に先立つ

調査で遺構・遺物は認め られなかった。
(9708)

11 ・ 4 池浦町 3丁目196 池浦遺跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。

11・ 10 我孫子69-10 穴田遺跡 立会調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘

削で基礎は盛土内におさまっていた。

虫取町 1丁 目

14-8、 -9の各一部
虫取遺跡 立会調査

分譲住宅建設に伴う位置指定道路建設工事に

よる掘削で、遺構・遺物は認められなかった。

14
北豊中町 2丁 目

509-1、 510-1
七ノ坪遺跡 発掘調査

鉄骨造平屋建倉庫建設工事 に先立つ調査

で遺構・遺物は認められなかった。

(9709)

18
森町 2丁 目

227-59の 一部
池上曽根遺跡 立会調査

木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。

11・ 25 犯]HJ88-25、 -26 東雲遺跡 発掘調査
保育園建設工事に先立つ調査で遺構・遺

物は認められなかった。(9710)

12。 3
東豊中町 2丁目

961-5、 -12 豊中遺跡 発掘調査
鉄骨造 3階建共同住

~t建
設工事 に先立つ

調査 で遺構 。遺物 は認 め られなか った。

(9711)

12。 11
豊中町 2丁目

962-19
豊中遺跡 立会調査

木造2階建個人住宅建設工事による掘削で基

礎は盛土内におさまっていた。

12・ 22
千原町 2丁目

102-5
池上曽根遺跡 立会調査

鉄骨造 3階建個人住宅建設工事による掘

削で遺構・遺物は認められなかった。

12・ 22
森町 2丁 目

228-1の 一部
池上曽根遺跡 立会調査

鉄骨造 2階建個人住宅建設工事による掘

削で遺構・遺物は認められなかった。

1・ 9
曽根町 1丁 目

28-1の 一部
池上曽根遺跡 立会調査

木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。
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月  日 調査地香 遺跡名 調査内容 備 考 (調査番号)

1 ・30
曽根町1丁 目205-4
の一部

池上曽根遺跡 立会調査
木造 2階建専用住宅建設工事による掘削

で基礎掘削は盛土内におさまっていた。

遺跡名 件 数
内 訳

岡人住宅 ガス・水是 翌話・電タ二場。倉降共同住宅 その他

池上曽根遺跡 6 4 2

豊 中 遺 跡 8 1 4 1

虫 取 遺 跡 7 3 1 1 1

大 園 遺 跡 1 1

板 原 遺 跡 2 2

池 浦 遺 跡 4 1 2 1

東 雲遺 跡 4 2 1 1

七ノ坪遺跡

穴 田遺 跡 1 1

穴 師 遺 跡 1 1

計 35 12 13 3 2 2 3

表4 遺跡別届出件数 (平成8年度追方Π分)
(平成9年 2月 1日 ～平成9年 3月 31日 )

表 6 平成 8年度調査結果一覧 (追加分)

表5醐 J調査件数憚成8醐 防)

(平成9年 2月 1日 ～平成9年3月 31日 )

遺跡名
件

数

内  訳

殆掘調塗 盟会調整

池上曽根遺跡 2 2

豊 中遺跡 1

池 浦 遺 跡 6 2 4

東雲遺 跡 2 2

虫取 遺跡 1 1

計 35 ９

“ 10

(平成9年 2月 1日 ～平成9年 3月 31日 )

月  日 調査地番 遺跡名 調査内容 備 考 (調査香号)

2・ 5
北豊中町 2丁目

366-34
豊中遺跡 立会調査

鉄骨造 2階建個人住宅建設工事に伴う掘

削で遺構・遺物は認められなかった。

2・ 12 曽根町 2丁 目6-5 池上曽根遺跡 立会調査
鉄骨造 3階建個人住宅建設工事に伴う掘

削で遺構 。遺物は認められなかった。

2 ・14
東雲町68-3、 -4、

-5、

「

6、 -7 東雲遣跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。

2 ・26 池浦町 4丁 目228-3 池浦遣跡 発掘調査
鉄骨造 2階建個人住宅建設工事に先立つ

調査で遺構 。遺物は認められなかった。

(9701)

3・ 13
寿 町54、  355-2、

358-1
池浦遺跡 立会調査

店舗建設工事に伴う掘削で遺構・遺物は

認められなかった。

3 ・ 14
池浦町 4丁 目238-1

の一部
池浦遺跡 発掘調査

鉄骨造共同住宅建設工事に先立つ調査で遺構は

認められなかった。弥生土器検出。(9702)

3 ・28 虫聯[30-6 虫取遺跡 立会調査
木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。

3 ・31
森町 2丁 目

120-1の一部
也上曽根遺助 立会調査

木造 2階建個人住宅建設工事による掘削

で基礎は盛土内におさまっていた。
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1.大園遺跡 2.森 遺 跡  3.牛 滝 塚  4.助松遺跡  5.池上曽根遺跡 6.豊中遺跡  7.七ノ坪遺跡
8。 穴師遺跡 9.池浦遺跡  10.東雲遺跡  11.穴師薬師寺跡 12.穴田遺跡 13.板原遺跡 14.虫取遺跡
15。 大福寺跡 16.苅田遺跡  17.千 原 城  18.真鍋城跡 19.城 の 山

第 1図 遺跡分布図
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第 2章 発掘調査成果

1.豊中遺跡

豊中遺跡は、本市で最も継続して大規模な調査が行われている遺跡である。その調査成果より、

国道 26号線付近は古墳時代の、泉大津中央線付近は平安時代～中世にかけての集落の中心部分

であったことがうかがえる。今年度は3件の調査を行ったが、いずれも全面調査には至っていな

ヤヽ。

当言� ば正
第 3地点

´
、

0ヽ

ゴ

20m

第 2地点

第 3図 豊中遺跡 第 1地点 掘削位置図

第 2図 豊中遺跡調査地点図 (1:5,000)

―フー



層位名

1.コ ンクリー ト

2.盛 土

3.旧耕土 (黒灰色土 )

4.旧床土 (茶灰色土)

5.黄灰色土
6.灰色砂礫

第 4図 豊中遺跡 第 1地点

0                2m

東壁断面図

第 1地点 東豊中町 1丁目68-3(調 査番号 9705)

当該地は遺跡の東端に位置し、 JR阪和線の線路が隣接している。鉄骨造 2階建共同住宅建設

が予定されたため、工事に先立ち調査を実施した。敷地の東南隅に幅約 lm、 長さ約4.5mの トレ

ンチを設定し、深さ約 lmま で重機による掘削を行った。 トレンチの層序は、上層より、現地表

面のコンクリー ト (1層 。5 cm)、 盛土 (2層 。25cm)、 旧耕上の黒灰色土 (3層・10cm)、 旧床

上の茶灰色土 (4層・10cm)、 黄灰色土 (5層 。27cm)、 灰色砂礫 (6層 )の順でほぼ水平に堆積

がみられる。灰色砂礫は上部では粘質上、中部は小石、下部は粗砂がそれぞれ混入している。ま

た、下部は須恵器・土師器の細片がわずかにみられるが、いずれも摩滅が激しく図示 し得ない。

遺構は認められない。写真撮影・断面図の作成を行い調査を終了した。

第 2地点 東豊中町3丁目83-1の一部 (調査番号 9707)

当該地は、遺跡の東端部、 JR阪和線より東側に位置する。隣接地は和泉市府中町で、当該地

とその北隣のみが泉大津市地番の飛び地となっている。鉄骨造 3階建共同住宅建設が予定された

ため、工事に先立ち調査を実施した。敷地の東南隅に幅約0。9m、 長さ約3.lmの トレンチを設定

し、深さ約1.6mま で重機による掘削を行った。 トレンチの層序は、上層より、盛土 (1層・40

cm)、 旧耕土の黒灰色粘質土 (2層・10cm)、 淡灰色シルト (3層 )、 淡緑灰色シル ト (4層 )、 灰

色粗砂 (5層 。15～40cm)、 灰色砂礫 (6層 )に至る。 3層は旧床土と思われ、若子の隆起はあ

10 cm

第 5図 豊中遺跡 第 2地点 掘削位置図

-8-

第6図 豊中遺跡 第2地点 出土遺物



るものの、ほぼ水平の堆積が認められる。 6層は直径 5 cm程度の円礫を含む。 4層 は遺物包含層

で、須恵器・土師器を含む。また、 5層の上部もわずかに遺物が認められる。

第 6図は、 5層 より検出した土師器高郭である。復元口径16.8cm、 器高■.6cm、 底径■.5cmを 測

る。口縁はゆるやかに外反し、端部はやや丸くおさめる。杯部は、内外面ともにヘラミガキが施

されていると思われるが摩滅が激しい。脚部外面は、ヘラミガキが施される。 5世紀中頃の所産

と思われる。

遺構は認められなかった。写真撮影及び断面図を作成して、調査を終了した。

A                                B

3

層位名

1.盛 土

2.旧耕土 (黒灰色粘質土)

3.淡灰色シルト

4.淡緑灰色シル ト

5.灰色粗砂

6。 灰色砂礫 (φ 致和程度の円礫含む)

1.耕 土

層位か~~二r_1

0                2m

第フ図 豊中遺跡 第 2地点 西壁断面図

第 3地点 東豊中町 2丁目 961-5、 -12(調 査番号 9711)

遺跡中央部よりやや北東に位置し、北側で泉大津中央線の側道と接する。鉄骨造 3階建共同住

宅建設が予定されたため、工事に先立ち調査を実施した。

敷地中央より南に幅約 2m、 長さ5.2mの トレンチを設定し、深さ約 lmま で重機による掘削を

行った。層序は上層より、現表上の耕土 (1層・40cm)、 責茶色粘質土 (2層・10cm)、 茶色砂

(3層・ 12cm)、 灰色砂礫 (4層 )に至る。 2層は下部に灰色粘上が混じる。 3層は遺物包含層で

上部に上師器がみられるが、摩滅が激しい。また、 4層はこぶし程度の大きさの円礫が多数混じ

り、湧水が激しい。遺構は認められない。写真撮影・断面図作成を行い調査を終了した。

Ｂ

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ

う:晏茶芭粘質土  e
3.茶色砂
4.灰色砂礫

第9図 豊中遺跡 第3地点 北壁断面図

lm

第 8図 豊中遺跡 第 3地点 掘削位置図

-9-



2.板原遺跡

板原遺跡は本市板原町を中心として、和泉市肥子町にまたがる。国道26号線部分の調査で、縄

文時代の流路や鎌倉時代の掘立柱建物などを検出しているが、その後の調査では目立った遣構・

遣物は認められない。本年度は3件の調査を実施したが、いずれも遺構。遺物は認められなかった。

口囁第 1地点

01

第 10図 板原遺跡調査地点図 (1,5,000)

第 1地点 板原 1056、 10フ0、 10フ ]、 10フ 2、 10フ3(調査番号 9704)

遺跡中央部より南西に位置する。分譲住宅に伴う宅地造成が計画されたため、造成工事に先立

ち調査を実施した。工事予定地は道路をはさんで東西 2箇所のため、西部を第 1ト レンチ、東部

を第 2ト レンチとする。まず、西側敷地のほぼ中央部に幅約1。2m、 長さ約 5mの トレンチを設

定し、重機で深さ約1.lmま で掘削を行う。次に東側敷地のほぼ中央に幅60cm、 長さ1.5mの トレ

ンチを設定し、重機で約1.lmま で掘削を行う。層序は、旧耕土以下、黄茶色を基調としたシル

ト及び粘土層がほぼ垂直に堆積している。遺構・遺物は認められない。写真撮影・断面図の作成

行い、調査を終了した。

旺_____つ 蛙_A _

ξ「
1トレンチ

層位名
1.現表土
2.旧耕土
3.黄茶色シルト (非常

によくしまっている)

4.黄茶色砂質シルト
5。 黄褐色粘質土

2m

第12図 板原遺跡第1トレンチ西壁(上 )・ 第2トレンチ東壁(下)断面図

トレンチ

o          20m

掘削位置図第 11図 板原遺跡 第 1地点
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第 2地点 板原 1244、 1245(調査番号 9706)

遺跡南端に位置し、東に国道26号線の側道が接する。鉄筋コンリクー ト造 3階建共同住宅が予

定されたため、工事に先立って調査を実施した。敷地の中央よりやや南に幅約1.5m、 長さ約 2m

の トレンチを設定し、重機で深さ1.9mま で掘削を行った。盛土、旧耕土、旧床土 (1～ 3層)以

下黄白色シルト (4層・15cm)、 淡黄白色シルト (5層・55cm)、 淡黄灰色シルト (6層・27cm)、

淡黄灰色砂質シル ト (7層 )に至る。遺構・遺物は認められなかったため写真撮影及び断面図作

成を行い調査を終了した。

O IB

第 13図 板原遺跡 第 2地点 掘削位置図 第14図 板原遺跡第2地点北壁断面模式図

第 3地点 板原 10フ4、 10フ5(調査番号 9708)

遺跡西北部に位置し、東で第 1地点と隣接する。軽量鉄骨造 2階建共同住宅建設が予定された

ため、工事に先立ち調査を実施した。敷地中央より北側に幅約1.9m、 長さ約1.9mの規模のトレ

ンチを設定して、深さ約1,2mま で重機で掘削を行う。基本的な層序は、上層より、現表土 (1層 )

以下、黄茶色土 (2層 。26cm)、 灰色砂礫 (3層 。35cm以上)、 灰色粗砂 (4層 )及び淡灰色粘砂

(5層 )に至る。 5層 には、一部、淡灰色シルト (6層)がみられる。トレンチの東端では、現

表土直下で黄茶色粘質土 (7層・55cm)と 灰茶色土 (8層 )が認められるが、これは東側の水路

掘削時の掘形であろう。遺構 。遺物は認められない。写真撮影及び断面図を作成して調査を終了した。

ル

ト

ト

ン

ト

ル

ル

質

2m

層位名     3.灰 色砂礫   6.淡 灰色シルト

1。 現表±   4.灰 色粗砂   7.黄 茶色粘質土

2.黄茶色±  5.淡 灰色粘砂  8.灰 茶色土
|

第15図 板原遺跡

0          2Qm l

第 3地点 掘削位置図  第 16図 板原遺跡 第 3地点 北壁断面図

-11-



3.池浦遺跡

弥生時代前期中段階に始まる市内でも最も古い弥生集落として知られている。上器を見る限り、

存続期間は非常に短く、前期の段階で衰退してしまうようで、集落の規模もさほど大きくなく市

立病院東側約500mの範囲にかけての分布と思われる。本年度は2件の調査の報告をするが、い

ずれも平成8年度の追加報告である。

峯 を聾 學

第 1フ図 池浦遺跡調査地点図 (1:5,000)

第 1地点 池浦町 4丁目228-3(調 査番号 9701)

20m

遣跡中央よりやや南に

位置する。 2階建個人住

宅建設が予定 されたた

め、工事に先立って調査

を実施した。敷地北隅に

幅約1.5m、 長さ約 3m

の規模の トレンチを設定

し、重機で深さ約 lmま

で掘削した。層序は、現

表上の黄褐色土 (1層 )、

旧耕上の黒灰色土 (2

層)、 旧床上の白茶色土

(3層 )及び明茶褐色土

(4層 )、 黄褐色土 (5層 )、

!

第 18図 池浦遺跡 第 1地点 掘削位置図
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黄褐色砂礫 (6層 )、 黄褐色砂質土

(7層 )、 灰色砂礫 (8層 )、 灰色粗

砂 (9層 )に至る。 5層 は遺物包

含層で土師器をわずかに含むが、

遺構・遺物は認められなかった。

第19図 池浦遺跡 第 1地点 北壁断面図

第 2地点 池浦町 4丁目238-1の 一部 (調査番号 9702)

遺跡中央部よりやや西寄りに位置する。 5階建共同住宅建設が予定されたため、工事に先立っ

て調査を実施した。敷地の西端に幅1.5m、 長さ3.5mの規模の トレンチを設定し、深さ約 lmま

で重機で掘削を行う。層序は、盛土 (1層)旧耕上の黒灰色土 (2層 )、 旧床上の乳灰色土 (3

層)、 黄褐色砂混じり上 (4層 )、 灰色粗砂 (5層)以下、北側では灰褐色シル ト (6層 )、 灰色

砂礫 (7層 )に至る。南側では 5層以下は、茶褐色粘質土 (8層 )、 暗灰色粘質土 (9層 )、 黄褐

色粘質土 (10層 )、 茶褐色シル ト (11層 )が相互に堆積する。■層はピット状の堆積を示すが、

10層 との区分が明確でない。第20図 は、11層から検出した弥生土器である。 (1)は奏である。

口縁部がゆるやかに外反し、端部に刻み目を、端部より約 3 cm

下方にヘラガキ沈線を施す。外面は横方向のヘラミガキが認め

られる。(2)も 奏である。口縁部と体部の大部分が欠損してい

るが、無文系の上器と思われる。日縁は緩やかに外反し、胴部

はやや砲弾状の膨らみを持つ。底部はわずかに窪み底を呈する。

復元値は日径12cm、 器高15cm、 底径5。8cm。 胎上に 2～ 3 11ullの 小

石 を多 く含む。内外面の調整は摩減が激 しく不明である。

(1)。 (2)と もに弥生時代前期に属すると思われる。

土器の検出はあったが、遺構が確認できなかったため写真撮

影及び断面図作成を行い調査を終了した。

第20図 池浦遺跡 第2地点出土遺物

３

一　

４

層位名
1.現表土 (責褐色土)

2.旧耕土 (黒灰色土)

3.旧床土 (白茶色土)

_4.旧 床土 (明茶褐色土)

3  5。 黄褐色土
6.黄褐色砂礫

7.埋褐色砂質土
円礫を若干含む)

8.灰色砂礫
9.灰色粗砂

〃
Ц

‐９
‐

２

　

３

　

一

層位名
1.盛 土
2.旧耕土 (黒灰色土)

3.旧床土 (乳灰色土)

4.黄褐色砂混じり上
_5。 灰色粗砂

6.灰褐色シルト
7.灰色砂礫
8.茶褐色粘質土
9.暗灰色粘質土
10.黄褐色粘質土
H.茶褐色シルト

o              2m

第22図 池浦遺跡
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第21図 池浦遺跡 第2地点 掘削位置図 第 2地点 東壁断面図



4.虫取遺跡

本遺跡は、市の南西部に位置し、市立南公民館を中心に東西75Cl m、 南北850mの規模をもつ。

昭和59年の調査で、縄文後期～晩期の上器や弥生時代前期の上器が人工溝から検出されているが、

その後大規模な調査は行われていない。

ヽた

ぎ 日

調査地点 池浦阿 2丁目503、 680の各一部 (調査番号 9703)

当該地は遺跡中央部よりやや北東に位置する。分譲住宅建設に伴う宅地造成が予定されたため、

工事に先立って調査を実施した。まず敷地中央から南寄りに幅約0.9m、 長さ約 4mの トレンチ

を設定し、深さ約1.5mま で重機で掘削を行う。層序は、盛土 (1層 )のみで、旧建物のコンク

リート基礎部分が含まれていた。遺構 。遺物は認められず、写真撮影及び断面図作成を行い、調

査を終了した。

0       20      40m

…

第24図 虫取遺跡 調査地 掘削位置図    第25図 虫取勘

第23図 虫取遺跡調査地点図 (1:5,000)

ＡＢ
［ ＼、み―」
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調査地 】ヒ壁断面図



5.七ノ坪遺跡

北豊中町一帯に所在する。遺跡の名称は、中心部分の字名が「七ノ坪」であることによる。周

囲約 l kmと 小規模な遺跡ではあるが、弥生時代～古墳時代にかけての遺構が府立泉大津高校周辺

部分で数多 くみつかっている。

]!

第26図 七ノ坪遺跡調査地点図 (1:5,000)

調査地点 北豊中町 2丁目509-1、 510-1(調 査番号 9709)

当該地は遺跡の東端に位置する。鉄骨造平屋建倉庫の建設が予定されたため、工事に先立って、

調査を実施した。敷地の東隅に幅約 2m、 長さ約4.4mの規模の トレンチを設定し、重機で深さ

約1.3mま で掘削を行う。層序は上層より、現地表面の茶色土 (1層 。26cm)、 旧盛上の茶黄色土

(2層・20cm)及び青灰色砂礫 (3層 。30cm)、 旧耕上の茶灰色土 (4層・20cm)、 灰色砂 (5

層・30cm)、 灰色土 (6層・26cm)、 青灰色シル ト (7層 )、 黄茶色土混じり青灰色シル ト (8層 )

に至る。 6層及び 8層は耕上で、調査に立ち会った地権者によると、 2度にわたり田畑として利

用されていたということである。また、 7層には、上層の 6層 (旧耕土)か らと思われる木杭が

断面に認められる。 8層は遺物包含層で土師器が認められる。 8層 より下層では遺構・遺物の検

出の可能性が大きいが、建物基礎掘削深度が lm以内におさまる構造となっているため、写真撮

影・断面図作成を行い調査を終了した。 A                          B

γ

9            20m

層位名
1.現表土
2.旧盛土
3.旧盛土
4.旧耕土

第28図
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(茶黄色土)

(青灰色砂礫)

(茶灰色土)

七ノ坪遺跡

5。 旧盛土 (灰色砂)

6.灰色土
7.旧耕土 (青灰色シルト)

8.黄茶色土混り青灰色シルト

調査地 西壁断面図

Ａ Ｂ
噛

第27図 七ノ坪遺跡 調査地 掘削位置図



6.東雲遺跡

昭和52年の調査で、

査は実施していない。

古墳時代前期遺構及び中世の遺構が発見されたが、その後は、大規模な調

本年度は 1件の調査を実施した。

盤
蠅

哩
―

李=

が

卒＼毎′

旧凹 出用脳 鞘 射冊 印 「 ||¬工皓科FE

第29図 東雲遺跡調査地点図 (1;5,000)

調査地点 旭阿88-25、 -26(調 査番号 9710)

遺跡の西端に位置する。鉄骨造 2階建保育園の建設工事に先立って調査を実施した。敷地中央

か ら南寄りに、幅約1.4m、 長さ約 5mの規模の トレンチを設定し、重機で深さ約1.2mま で掘削

を行う。 トレンチの層序は上層より、現地表上の灰色砂礫 (1層 。45cm)、 旧耕土の灰色粘質土

(2層・10cm)コ ークス (3層 。5 cm)、 旧耕上の暗灰色土 (4層・ 7 cm)、 緑灰色土 (5層・ 5

cm)、 緑灰色粗砂 (7層 )及び茶灰色粗砂 (8層 )以下、茶灰色砂礫 (9層 )に至る。 5層以下、

北側の一部分で、乳白色砂 (10層 )及び茶白色砂 (11層)が認められるが、遺構・遺物は検出

できなかった。写真撮影及び断面図を作成して、調査を終了した。

層位名       9
1.盛 土 (灰色砂礫)  7.緑 灰色粗砂
2 旧耕土 (灰色粘質土) 8 茶灰色粗砂

3.コークス       9 茶灰色砂礫
4.旧耕土 (暗灰色土)  (φ 5～ lllm程度の円礫多数含む)

5.緑灰色±       10 乳白色砂
6.緑黄色粗砂      H 茶白色砂

第31図 東雲遺跡 調査地 西壁断面図
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第30図 東雲遺跡 調査地 掘削位置図



報 告 書 抄 録 その1

ふ り が な いずみおおつしまいてうぶんかざいはっくつちようさがいほう

書 名 泉 大 津 市 埋 蔵 文化 財 発 掘 調 査 概 報

副  書  名

巻 次

シ リーズ 名 泉大津市文化財調査報告

シリーズ番号 30

編 著 者 名 虎 間 麻 実

編 集 機 関 泉大津市教育委員会

所  在  地 〒595-8686 大阪府泉大津市東雲町 9番 12号     T E L 0725-33-113ユ

発行 年 月 日 西暦 1998年 3月 27日

ふ り が な

所 収 遺 跡

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド ヨヒ  漁革 東 経
調査期間

調査面積

m
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

とよ    なか

豊   中
大阪府泉大津市

東豊中町 1丁 目68-3
272060

度

分

秒

艶

２９

３０

135】圭

25分

40を少

19970703 4.5

鉄行 2階建共同

住宅建設に伴 う事

前調査

東豊中町 3丁 目

83-1の 一部

度

分

秒

艶

２９

３０

度

分

秒

５

　
５

　
０

３

２

４

19971013 279

鉄骨 3階建共同

住宅建設に伴う事

前調査

東豊中町 2丁 目

96ユ ー 5、 -12

度

分

秒

艶

２９

鉤

度

分

秒

５

　
５

　
０

３

２

４

19971203 104

鉄骨 3階建共同

住宅建設に伴う寧

前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

豊   中

集 落

社寺跡

縄 文

古 墳

平 安

中 世

遺構は検出されなかった 須恵器・土師器 破片

遺構は検出されなかった 土師器高郭

遺構は検出されなかった 土師器 破片
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報 告 書 抄 録 その2

ふ り が な

所 収 遺 跡

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 耳ヒ  湘革 東 経

調査期間
調査面積

m
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

板   原 大阪府泉大津市

板原1070、 1071、 1072、 1073

均見塀ミ1056

272060

度

分

秒

譴

２９

∞

渡

扮

砂

３

２

ユ

19970617 7.65

分譲住宅建設時

の宅地造成に伴う

事前調査

ウ見娠R1244、 1245
般
妨
酵

賊
粉
酵

19970724 3.0

鉄骨 3階建共同

住宅建設に伴う事

前調査

板原1074、 1075
餓
妨
聰

度

分

秒

５

　
５

　
０

３

２

１

19971028 3.6ユ

軽量鉄骨 2階建

共同住宅建設工事

伴う事前調査

いけ      うち

池   浦

益明離慕大津市
池浦町 4丁 目228-3

272060 般
妨
鬱

賊
勅
聰

19970226 4.5

2階建個人住宅

建設工事に伴 う事

前調査

池浦町 4T目 238-1
の一部

班
妨
鬱

度

分

秒

５

　

５

　

０

３

　

２

　

１

19970314 貶 5

5階建共同住宅

建設工事に伴 う事

前調査

しし     とり

虫   取
益%康界大津市
池浦Hr 2丁 目503、 680

の各一部

272060

度

分

秒

艶

２９

２０

度

分

秒

５

　
４

　
０

３

２

５

19970507 3.6

分譲住宅建設時

の宅地造成に伴 う

事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

板  原

集  落

縄 文

古 墳

中 世

近 世

遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった

遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった

遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった

池  浦

集 落

弥 生

古 墳

中 世

遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった

遺構は検出されなかった 弥生土器

虫  取 集  落
弥 生

古 墳
遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった
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報 告 書 抄 録 その3

ふ り が な

所 収 遺 跡

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 】ヒ  漁草 東 経
調査期間

調査面積

m
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

七 ノ 坪 大阪府泉大津市

北豊中町 2丁 目

509-1、 510-1

272060

度

分

秒

望

２９

０

135度

25テ}

10秒

19971114 8.8

鉄骨平屋建倉庫

建設に伴う事前議

査

東   雲

葉誠溶東笑鷺キ
あきひち▲う

旭町 88-25、 26
272060 賊

勅
妙

135度

24分

50を少

19971125 7Ю

鉄骨 2階建保盲

園建設に伴 う事前

調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

七 ノ 坪 落

他の

墓

集

そ

の

生

墳

弥

古
遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった

東 奎
〓

集  落
墳

世

古

中
遺構は検出されなかった 遺物は検出されなかった
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豊中遺跡第1地点調査トレンチ

豊中遺跡第 2地点調査 トレンチ
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豊中遺跡第 3地点調査 トレンチ
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板原遺跡第 2地点調査 トレンチ



図
版

撃           ィ

板原遺跡第 1地点第 1ト レンチ
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板原遺跡第 1地点第 2ト レンチ
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板原遺跡第 3地点調査 トレンチ

池浦遣跡第 1地点調査 トレンチ
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虫取遺跡調査地点 トレンチ
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七ノ坪遣跡調査地点 トレンチ

東雲遺跡調査地点 トレンチ
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豊中遺跡第 2地点出土遺物

池浦遺跡第 2地点出土遺物
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